


第　9号様式

広報用実績のまとめ
令和 2 年度

団体名：：　真備こども将棋教室

代表者： 菊地豊年 記載者：菊地豊年

所在地（市区町村名のみ）

倉敷市真備町

活動目的　　

将棋を通じて考える力を養い、礼儀を学び、交流範囲を広げ、子供たちの健全な育成を図る。

団体の紹介

真備公民館にて毎月第２、第４土曜日の９時００分から１１時００分までを原則として、近在の主に

将棋に興味のある小学生を集め、将棋の大好きな講師による指導をお願いする。

助成を受けての活動内容

今年度はコロナ渦で4月、５月は公民館の閉鎖で、６月、８月は自主的に活動停止致しましたが

それ以外は活発に将棋教室を開催できた、会員も活動開始前の募集活動により、１４名

の会員が集まり活性化できた。貴財団の助成金により解説用大型将棋盤等の購入により、会員を

初級、中級のクラス分けにして、会員のレベルに合致した指導が出来、将棋力の向上が出来た。

岡山県こども将棋教室交流戦への参加やグループ内での将棋大会の開催（1/23予定）も出来た。

助成を受けての成果

解説用大型将棋盤（指方指導、詰将棋用）将棋セット（相互対局用）等の購入により、会員のレベル

分けが出来、より緻密な指導が可能となり、将棋力の向上が出来た。

貴財団のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございます。

今後の活動の課題点

子供たちの遊びも変わり、ゲームやパソコン等が主流？の様子、会員は毎年変わるので会員確保

に苦慮、みんなで知恵を出して会員募集中。

問い合わせ連絡先もしくは、ホームページアドレス（加入希望の方などへのお知らせなど）

※ このページは、財団ホームページや印刷物などで公表される資料として使用される場合があります。

A4用紙1枚程度におまとめください。(他の報告書との重複可）

写真・チラシ・パンフレット（PDFもしくは、画像）等を添付していただいても結構です。


